








滋賀・!岐阜・福井の県境近くの北仰商海道遺跡・は

いづめ遺跡について土器の特徴・石器組成・土器棺墓

の特徴を紹介してきた。ここでは紹介してきたことを

まとめながら近畿の晩期後半の文化を考えるうえで本

地域のもつ意義を考えたい。

北仰西海道・はいづめ遺跡がある地域では、滋賀里

遺跡III式・稲荷山式段階から土器棺墓の群集化が認め

られ晩期の最終末まで継続的に営まれている。近畿・

北陸で滋費里III式・中屋式期に出現する土器棺再葬墓

について、前稿では、近畿地方が間一墓地内で縮小し

ながらも後の時期の土器棺墓があることから近畿地方
@ 

で成立したとした。こうした集団墓ともいうべき大規

模な土器棺再葬墓の成立した背景には、藤本強氏が「安

定した 1年周期の生業をもつこと、定住もしくは季節

的な定住が必要条件であったと考えられる一中略-こ

うした条件を満たすには多くの地域で農耕が出現する

ことが必要であり、それ以外の場合には恵まれた自然

環境がこうした条件を満たすごく特殊な例であったも
@ 

のと考えられる。jと述べられているように管理栽培も

含めた高度な植物質利用があることが想定できる。こ

れは両遺跡おいて見られた石器組成での凹石類の卓越

からも裏付けられ、石鍛が組成の主体を占める河内・

摂津に比べて土器棺再葬墓の成立地の可能性が高い。

土器についてみれば特徴的な土器が成立し、底部の

尖底化は近畿地方の中心部分よりいち早く達成されて

おり、滋賀皇III式段階で土器棺再葬墓の成立とともに

近畿地方のイニシアチブをとっていたものと思われる。

こうした小地域色も墓制の上では晩期の最終末まで同

様の歩調を示すが、土器の上では船橋・五貫森式段階

で土器に若干の違いをみせ、長原・馬見塚式段階では、

北仰西海道遺跡、は独自の方向性をもち、はいづめ遺跡

は東海地方に組み込まれてしまう。

本稿の土器部分の観察は数年前に行った観察結果を

基にした。その際、北仰西海道遺跡については滋賀県

今津町教育委員会葛原秀雄氏、はいづめ遺跡について

は岐阜県教育委員会大熊厚志氏にお世話になった。記

してお干しとしたい。(中村健二)
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